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１２．環境保全への取り組み

科学技術の進歩は、我々に多大な利便性をもたらした反面、地球環境破壊、

資源・エネルギーの枯渇という深刻な負の遺産をもたらしつつある。環境に対

する配慮を欠く効率の追求はもはや許されず、地球・資源・エネルギーが有限

であることを認識し、これらを健全な形で将来の次世代に継承して持続性のあ

る人間社会を構築するとともに、生態系を維持していくことが我々の責務であ

る。人材の養成所としての大学に期待される部分は大きく、「環境・資源・エ

ネルギー問題」という早急に取り組まねばならない課題に向けて、具体的な取

り組みを考えていくことは避けて通れない。

環境に関する国際規格が、国際標準化機構（ISO : International Organization

for Standardization）により制定されている。環境マネージメントに関する

規格である ISO14001 については、日本でも多くの企業や事業所が認証を取得

し、よく知られるところとなった。全国の国公立および私立の大学でもまた、

環境憲章や環境方針を発表し、すでに数十校が ISO14001 認証を取得している。

この環境マネージメントシステムは、PDCA スパイラル、すなわち、

Plan—Do—Check—Action のサイクル構造となっている。その精神は、目標の
設定（Plan）および実行（Do）だけではなく、その点検（Check）および見直

し（Action）から新たな Plan をたて、継続的改善を図ることにある。組織と

しての ISO14001 認証取得には様々なハードルがあるが、この考え方は、研究

室や個人レベルでも大いに参考にできるものである。

　大学での「環境保全への取り組み」として、目の前にあるのは、極めて当た

り前の内容である。例えば、

○電気使用量の削減：電気をつけっぱなしにしない・夏季クーラー自粛の厳守

○紙使用量の削減：再生紙の利用・不要紙の裏面使用・ペーパーレス化の推進

○ゴミ分別収集の徹底と再資源化の推進：吉田地区のゴミ分別方法に従い正し

く処理（再資源可能な紙類、空き缶類、ガラスびん類、PET ボトルなど）・

溶媒類の再使用

○危険物や実験廃棄物の管理徹底

といった事項は、すでに積極的に推進している。これらを、部局・講座・個人

等それぞれの立場で、Check および Action が可能な Plan を導くことが、これ

からの「環境保全への取り組み」を実のあるものにするであろう。
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